
不用物品売払請書（案） 

令和７年  月  日 

 

 

分任契約担当官 

秋田森林管理署長 松浦 安剛 殿 

 

住 所  

氏 名  

  

 

 

１  物件名     乗用自動車（オフロード） 

２ 数量      １台 

３ 契約金額    ￥ 

（うち消費税額及び地方消費税￥   ） 

４ 未経過分自動車重量税相当額 ￥０―（非課税） 

５ 未経過分自賠責保険料額 ￥０―（非課税） 

６ リサイクル料金 ￥８，５４０.―（非課税） 

７ 契約保証金   ￥ 

８  代金納付期限  令和７年 月  日 

 

 上記事項をお請けすることについて、上記事項及び次の条項を厳守のうえ、誠実に履行い

たします。 

条  項 

第1条 契約保証金を除いた契約金額並びに未経過分自動車重量税相当額、未経過分自賠責保

険料額、リサイクル料金を納入告知書により納付期限内に納付します。 

第2条 頭書の期限までに代金を納付できない場合は、あらかじめ貴官に遅延の理由及び納付

見込み月日を明らかにした書面をもって延長の承認をお受けします。 

第3条 頭書の期限までに代金を納付することができない場合には、前条の定める承認にかか

わらず遅滞金として、国の債権の管理等に関する法律施行令（昭和 31 年政令第 337 

号）第 29 条第１項に規定する財務大臣の定める率の割合で計算した額を貴官の請求

により納付します。 

ただし、遅延が天災その他やむを得ない理由による場合は、免除されるようお願い

します。 

第4条 物品の引き渡しは代金納付があった日とし、代金納付があった日から15日以内に搬出

するものとします。 



第5条 契約を解除した場合は、契約保証金が国庫に帰属することとなっても異議を申し立て

ないものとします。 

ただし、天災その他やむを得ないと認められる理由により契約の解除を申し出た場

合には、この契約の解除を承認願います。この場合には契約保証金は返還願います。 

第6条 販売物品の品質及び重量等は、現況による現物物件の販売であることを了解し、数量

不足、その他隠れた瑕疵のあることを発見しても買受代金の減額、または損害の賠償

を請求しないものとします。 

第7条 代金の納付後は直ちに名義変更等を行うものとし、この場合の費用等は当方が負担し

ます。 

第8条 この請書に定めのない事項については、必要に応じて貴官と協議します。 


